










になった。2 年以上にわたり専修大学で srtX を使用した授業を行いながら，
ソフトウェアの機能の改良を続けた。最新販の srtX では，リスニング小テス
ト以外に，英作文，英文和訳，英単語の小テストが実施可能となった。本稿
では，著名人が英語で講演する TED Talks の英日テキストから作成した srtX
小テストについて紹介し，授業の実践報告をする。
2. 小テストと検索機能
　図 1 は，srtX を使って TED Talks の 1 つ Solomon(2014) から作成した小テ
ストである。
1 本稿は，日本学術振興会科学研究費補助金研究課題「英語構文検索ソフトウェアの
開発」( 研究代表者 : 佐藤弘明 , 期間 : 2011 年度 ~2014 年度 , 種目 : 基盤研究 (C), 課












部分に入る英語を選択肢 [  1  ] 〜 [  3  ] から選び，マウスで数字をクリックし
て解答する。選択肢の数は，各学生が自分の英語力に合わせて調整できる。
下部に表示される設問リストには，英単語，英文和訳，英作文に関する設問
がある。これらは佐藤 (2012) で紹介した TOEIC 学習書籍を利用した小テス
ト自動作成・採点システム kikuCALL が自動作成する設問とほぼ同じもので
ある。
　srtX には小テスト実施以外にも複数の機能がある。その 1 つは，TED 





　この機能は，Fillmore(2012) のビデオを利用して構文文法と FrameNet の
基本概念を学習するソフトウェア Sato (2013) を改良したものである。図 2 で




2 では forge の意味「創り出す」と identity の意味「個性」が日英字幕の中で








れているかを示す時間情報が入った形式のものを Ted Talk Subtitle Download
からダウンロードして使用している。(1) は，srtX が Solomon(2014) の時間
情報付き日英テキストを加工して作成したものである。英文の左端の数字が
時間情報である。
(1) a. 11.749 As a student of adversity,
　　 逆境ばかりの人生を送ってきた私は
　 b. 15.192 I've been struck over the years
　　 ここ何年もの間
　 c. 16.700 by how some people
　　 苦境に立たされた人たちが
　 d. 18.692 with major challenges
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　　 そこから　力を得て
　 e. 20.096 seem to draw strength from them,
　　 立ち上がる姿に感銘を受けてきました
　 f. 23.148 and I've heard the popular wisdom
　　 苦境にあるときには
　 g. 25.038 that that has to do with finding meaning.
　　 そこに意味を見出すことだとよく耳にしました
　プログラミング言語 python で作成したスクリプトによって，このような










　図 3 〜 6 の設問は図 1 の上部に表示される。設問の (______) と ***** の空
所や選択肢は，佐藤 (2013) で紹介した方法でプログラミング言語 javascript
で作成している。
　図 3 〜 5 では，(1) の左側の時間情報を利用しているため，設問で問われ
ている英文 (1b, c) が発せられる位置からビデオが再生される。その英文を聞
き取って，図 3 は ***** に入る英語を，図 4 は日本語訳を，図 5 は ***** に
入る日本語を，それぞれ選択肢 [ 1 ] 〜 [ 3 ] から選ぶ。図 3 〜 5 ではヒントと
して前後の英文や日本訳を表示している。
　図 6 は，student の音声を聞いて「研究者」を選ばせる単語聞き取り問題
である。図 6 の単語の音声は，佐藤 (2012) で紹介した Mac OS X 付属合成音
声作成ソフトウェア say を利用して作成している。英語の音声は設問が表示








題とはならない。まれに srtX のバグや TED Talks のテキストの誤り等の原
因で，解答不能な設問も出題される場合があるが，srtX の [Skip] ボタンを押
すことによって，その設問を解答せずに抜かすことができる。
　図 3 〜 5 の設問は (1) のようなテキストファイルから，srtX が自動的に作
成する。佐藤 (2012) で述べた古い srtX では，Jobs(2005) のテキストファイル
に時間情報を手作業で入力し，英語と日本語のテキストを (1) のように揃え
る編集作業に大きな労力を必要とした。最新版の srtX は，TED Talks の英文
と日本文テキストから (1) の形式のテキストを自動作成し，そこから図 3 〜
5 の設問を自動作成する。この自動作成機能のため，良質な英語スピーチが









る。まず，srtX は (1) の英文を Schmid(1994) の形態素解析ソフトウェア Tree 
Tagger で処理して，英単語の変化形や活用形を基本形 (lemma) に戻す。次に，
srtX は基本形の語彙レベルを『大学英語教育学会基本語リスト』（村田年・






を選び出す。例えば，(1a) にある adversity を『ジーニアス英和大辞典』で調




(2) ad・ver・si-ty */ædvɚːsəti, əd- ｜ əd-, æd-/〔初 13c；adverse+-ity〕【名】(( 文 )) 
1 Ⓤ ( 大きな , 永続する ) 不運 , 不幸 , 苦労 , 難儀 (cf. misfortune)‖act with 
great courage in (the face of) 〜 逆境に直面して大いなる勇気を発揮する /
Sweet are the uses of 〜 . 〈AYL. II. i〉 逆境がもたらすものこそ喜ばしい , 
逆境のご利益 ( りやく ) というものはすばらしいものだ . 2[ 〜 ies] 不幸な
出来事 [ 経験 ], 災難 .
　英単語の基本形を分析する際に，Tree Tagger は語尾の -ing などを機械的




(3) People always give us these little sayings like ‘God doesn't give you any more 
than you can handle,’                　　　　　　　　　　　　　　Solomon(2014)
　また，Tree Tagger は基本形以外に品詞情報を出力する。srtX は出力される
品詞情報に基づいて電子辞書から正しい訳語を抽出している。例えば，Tree 




は Tree Tagger の判断に従って動詞の語義を無視して，名詞「変化」を選び
出すことに成功している。
(4) the fact that there have been these shifts and changes doesn't erase the 
continuing problems in our society　　　　　　　　　　　　Solomon(2014)
　一方で，srtX の自動処理では適切な英単語と意味を抽出できない場合もあ












を登録した。srtX は， Mac OS X 付属合成音声作成ソフトウェア say を利用
して，この 294 の語句のアメリカ英語，イギリス英語，オーストラリア英語
などの発音を作成し，図 6 のような「英単語聞き取り和訳問題」を出題する。
　この作業によって作成したデータは，図 1 下部の設問「2. 和訳から英単語」
でも使用されている。図 7 は「研究家」という訳語を読んでそれに合う英単




　srtX は，英単語と成句表現の意味をまとめた (5) のようなファイルも作成
するので，これを補助教材として学生に配布している。
(5) 1adversity: 不 運 . 1student: 研 究 家 . 2strike: 驚 か せ る . 6wisdom: 英 知 . 
7has to do with: 関係している . 12irrelevant: 不適切な . 14forge: 創り出
す . 16manage to: をなし遂げる . 17offspring: 子 . 17unusual: 普通でない . 
18interview: 取材する . 19severe: 厳格な . 19multiple: 複合的な . 19disability:
身体障害 . 21saying: ことわざ . 22handle: 対処する . 24preordain: 定められて
いる . 27grade: 学年 . 28birthday: 誕生日 . 30assume: 当然 … と思う . 30error:
誤り . 35fudge sundae: チョコのかかったパフェ . 38nickname: にとあだ名を









スの 2 つで，図 1 の srtX と図 8 の TOEIC 学習書籍を利用した kikuCALL の
2 つの小テストを行った。図 8 で実行中の「3. 英文聞き取り和訳」の設問は，
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“There are five candidates standing in the election.” の音声を聞いて，その日本




表 1，2 のような受験履歴をパソコン画面上で確認できる。表 1 の受験履歴
は 2014 年後期授業の 1 つを受講している上級クラスの学生のものである。
小テスト名の欄には，この学生が受験した小テストの名称が記載されてい
る。Janine は TED Talks の 1 つ Giovanni(2012) を利用した小テストである。
50
TOEIC800 は『聞いて覚える英単語 キクタン TOEIC Test Score 800』( 以下，
TOEIC800) を利用した小テストを示す。このクラスでは，学生に毎回 TED 
Talks の小テストと TOEIC800 の小テストを受験させている。試験範囲の欄
の数字は，TED Talks の場合には英文の行番号であり，TOEIC800 の場合に




小テスト名 試験範囲 得点 解答数 開始時間 解答時間
Janine 1~50 1470 56 09/24 10:04 15:05
Janine 51~100 1526 61 10/01 09:59 13:28
Janine 101~150 1444 62 10/08 09:56 14:49
TOEIC800 651~700 1412 64 09/24 09:14 16:08
TOEIC800 701~750 1390 63 10/01 09:02 16:29
TOEIC800 751~800 1430 65 10/08 09:10 15:18
表 1：小テストの受験履歴 1
　表 2 は，2014 年前期初級クラスの学生の受験履歴である。このクラスでは，
高等学校で学習する語彙を多く含む『聞いて覚える英単語 キクタン TOEIC 
Test Score 600』を使用した kikuCALL で小テストを行った。表 2 の学生は毎
回の授業で 300 問以上の設問に解答しており，表 1 の学生よりも 1 回の授業










小テスト名 試験範囲 得点 解答数 開始時間 解答時間
TOEIC600 1~50 1334 315 04/17 11:11 59:51
TOEIC600 51~100 1704 348 04/24 11:02 60:12
TOEIC600 101~150 1791 405 05/08 10:56 70:50
TOEIC600 151~200 1806 357 05/15 10:59 59:54








　小テストは，得点が 1000 点に達するまで続く。最も早く 1000 点に達する
上級クラスの学生は，小テストの解答時間が 7 分以下であり，最も遅い学生






6. 平成 26 年 7 月実施の授業評価アンケート
　小テスト中心の授業を学生がどう評価しているかを確認するために，平成
26 年 7 月に行った授業評価アンケートの集計結果を報告する。集計結果では，
商学部 1 年上級クラス（回答者数 21 名，履修者 29 名）を商上級 1 年，経済
学部 2 年上級クラス（回答者数 18 名，履修者 24 名）を経上級 2 年，商学部
1 年初級クラス（回答者数 27 名，履修者 36 名）を商初級 1 年と表記した。
この 3 つのクラスでは，大量の設問を解答させる小テスト中心の授業を行っ
た。それとの比較のために，全学部 2 年生以上が選択科目として履修できる
「スクリーン・イングリッシュ」（回答者数 62 名，履修者 80 名）の集計結果も，
スクリーンと表記して載せた。スクリーン・イングリッシュは講義科目であ

































⓪まったくそう思わない 14% 00% 04% 23%
①あまりそう思わない 14% 00% 26% 10%
②どちらともいえない 19% 18% 15% 23%
③ややそう思う 38% 47% 48% 39%









⓪まったくそう思わない 05% 00% 00% 02%
①あまりそう思わない 05% 06% 16% 00%
②どちらともいえない 19% 17% 16% 08%
③ややそう思う 29% 33% 44% 34%








ルニア大学の研究機関 Berkeley FrameNet Project で開発した語彙検索ソフト
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